










































































































































































































































































































































































































に進学し， 2年の秋に， 修士修了後の4 月 に経済
学部の民法担当予定者として助手採用する旨の内


























塩 谷 俊 作
昭和 32年に当時本学にあたった薬学部に勤務し
てから， 途中， 富山工専に10年ばかりご厄介になっ
た後， 昭和 54年に再び本学の教養部に， そして平
成5 年の教養部の廃止に伴って理学部に移るとい
うことで， この間約30年母校である富山大学で仕



















































水 谷 義 彦






























































は7 日間（社会福祉施設等5 日間， 特殊教育諸学
校2 日間とすることが望ましい）となっている。


























































経済学部 講師 吉 田 竜 司























は 当惑い 違和 感を感じていた者も多かったとい



































































































































1 1  
我が国語科研究室では， 主として， 国語を専門とする小・ 中学校の教員を
夢見て， 学生たちが日々研讃を行っています。最近の教員採用が厳しい状況
にあることもあって， 教師だけでなく， 公務員や一般就職を志す人も増えて
きているようです。授業では， 国語学・ 国文学（近代文学・ 古典文学）書道・
国語科教育などの分野を中心に学びます。 3 年次の冬には， 上記5 分野の中
から卒業論文専攻分野への所属を， 学生の希望に基づいて決定する運びになっ
ています。





































4 月 から7 月 までは， 先生の助けを得ながら， 自分たちでテーマを選んで、調
べレジ、ユメを作成して発表しました。調べれば調べるほど， 謎が深まりまし











は投票をして， 私たちの判決を出します。もちろん， 実際の判決では， 判決
が出ているのですが， 「熱い議論」 の末に出るゼミの判決は， これとは違う
場合もあります。このように， 私たちのゼミでは， 民法の普通の議論とは違っ
て， 楽しく多くのことを学んでいます。以上， 簡単ですが， 私たちのゼミを
紹介させて頂きました。
最後に， 私自身はこのゼミに参加したことで， 法律への興味が増すと同時






















































戦っています。この研究のおかげで， パソコンのこと， 特にハー ド関係も強
くなることは間違いないでしょう ！










































少し驚いたのは， 参加チームは43チームで， 若いものばかりではなく， お年の方もたくさん
いた。
開会式の後， 私達は各スタート地点へ分配され， 大会の準備を行った。私は第2 走者のス
タート地点で待機した。駅伝開始から約25分ぐらいたった。もう他のチームの第一走者はほ































そして， 体は疲れていたが楽しく笑ってくれた彼らの笑顔一一一つ， 一つ， その瞬間， 瞬間
が今でも私一人でこっそり思い出したら笑ってしまうほど生き生きと頭に残っている。
私が通っていた大学がある春川に行って春川の名物がある ダクガルピ（からみそ付きの鳥

























附属図書館情報サービス課長 重 里 信 一


























ヘルン文庫には， ラフカデイオ ・ハーン（小泉八雲）の旧蔵書， 「神国日本」 の手書き原稿l千2百枚を含め洋










l 回につき 3 時間以内で利用の申込を受付けていますので， サービスカウンターにお申し出ください。
＊新着雑誌コーナー（ 2階・3階）
新着雑誌を展示・閲覧するスペースで ゆったりとしたソファーを配置したブラウジングコー


















会O PA Cコーナー（ 1階）
図書や雑誌が図書館に所蔵されているか否かをOPAC (Online Public Access Catalog) 
端末を使って検索することができます。




図書館サービスの窓口にあたるところで， 図書の貸出・返却， 学外者の利用受付， 施設・資料の利用案内， 文献複写
の受付， 文献の所在調査などのレファレンス・サービス も行っています。わからないことはお気軽にご相談
ください。 19 
環 日 本海地域の学術研究の拠点 をめざ し て
富山大学環日本海地域研究センター長 中 藤 康 俊










































までの経済， 経営等の分野だけでなく， 文化， 歴


















平成 9 年度前期 ・ 後期授業料免除 に つ い て
平成 9 年度の前期及び後期授業料免除者が次のとおり決定しました。
なお， 授業料及び奨学金を希望するうえで， たずねたいことがあれば， 厚生課又は各学部の学務係（経
済学部は学生係）へ相談してください。
捜業料免除実施状況
前 期 後 期
区 分
学 部 大学院 計 学 部 大学院 計
出 厚長 者 3 9 8 1 2 7 5 2 5 3 5 4 1 0 3 4 5 7 
全額免除 2 8 1 8 2 3 6 3 2 8 3 8 0 3 6 3 
免 除 者
半額免除 5 9 1 7 7 6 5 4 1 5 6 9 
不 許 可 者 5 8 2 8 8 6 1 7 8 2 5 
21 
保健管理セ ン タ ー だ よ り
エイ ズは蔓廷しヲ���る
数年前， 日 本全国でエ イ ズ教育熱が沸騰 し ま し
た 。 「猫 も 杓子 も J と い っ た ， あ ま り 品 の よ く な
い副詞 句 があ り ま すが， そ ん な 文句 がひ。っ た り す
る よ う な 熱気が， マ ス コ ミ や教育関 係者の 聞 に横
溢 し て い た の です。 こ う い う 一時的な狂騒状態 は，
そ の 目 的が じ わ じ わ と 蔓延す る 難治性疾患の予防
で あ る だけ に ， は た し て こ れで よ い の か， と い う
感 じが し な い で、 も あ り ま せんで し た 。 熱 し や す く
冷 め や す い の は最悪の展開です， 筆者の周 囲 に も
そ ん な 予感 を も っ人 び と がた く さ ん い ま し た 。
本学の ばあ い ， こ の予感は残念 な が ら 的 中 し た
よ う です 。 エ イ ズ 講演会 に参加 し た学生 は ， 昨年
度実績でた っ た の 2 人で し た 。 他方で， H I V の
ほ う は妥協 を 許 さ ぬ， ク ー ル な 生命活動 を 続 け て
い ま す。
厚生省 エ イ ズ動向委員会報告 に よ り ま す と ， 日
本 に お い て も H I V 感染 は確実に広がっ て い ま す。
エ イ ズ につ い て の正 し い知識 を 持 ち ， 適切 な予防
行動 を と る こ と が も と め ら れ てい ま す。 い っ ぽ う
で ， 抗 H I V 薬 の 開発は着実にすす ん で、お り ， 早
期治療の効果 は い ち じ る し く 向上 し て い ま す 。 し
22 
保健管理センタ 一 所長 中 村 剛
た がっ て ， 早期発見の た め に積極的 に検査 を 受 け
る こ と は ， 疫学的 な 面か ら み て も ， 個 人 的 な 面か
ら み て も 大 き な 意味があ り ま す 。
1997年10月 末 ま で に ， わが国で報告 さ れた エ イ
ズ患者の累計数は1 ,70 5 人 で す 。 そ の 感染 原 因 別
に 内訳 を み ま す と ， 異性問 の性的接触44 3 人 ， 向
性問の性的接触260人， 静注薬物濫用 1 1 人 ， 母 子
感染 9 人， 凝固因子製剤689人， そ の 他24 人 ， 不
明269人で し た 。
同 じ く ， 累計H I V 感染 者 数 は 4 ,232 人 で す 。
そ の 内訳 を み ま す と ， 異性間 の性的接触 1 , 1 85 人 ，
向性聞 の性的接触550人， 静注薬物濫用 1 4 人 ， 母
子感染19人， 凝固 因 子製剤 1 ,808人， そ の他48 人 ，
不明608人で し た 。
性別でみ ま す と ， 男性患者1 ,563 人 ， 女性患者
は142 人 で す 。 感染者 は 男 性が3 , 1 6 6 人 ， 女性が
1 ,066人 と ， 患者， 感染者 と も 男 性が圧倒 的 に 多
数 を 占 め て い ま す 。
国籍別 で は ， 日 本人患者 は 1 , 4 2 2 人 ， 外 国 人 患
者は283人， 感染者 は 日 本人が3,064人， 外 国 人 が
1 , 168人です。
表 1 . エ イ ズ患者の届 け出状況
（ 単位 ： 人 ）
男 性 女 1主 よロ』 計
異性聞 の性的接触 366 ( 72 ) 77 ( 38)  443 ( 1 10 )  
向性聞 の性的接触 I ) 260 ( 37) 0 ( 0) 260 ( 37 ) 
静注薬物濫用 11 ( 7 )  0 ( 0 )  1 1  ( 7 )  
母子感染 6 ( 1 )  3 ( 1 )  9 ( 2 )  
凝固 因 子製剤 2 ) 682 （ 一 ） 7 （ ー ） 689 （ 一 ）
そ の他 16 ( 5 )  8 ( 2 )  24 ( 7 )  
不 明 222 ( 87 ) 47 ( 33 )  269 ( 120) 
メ口〉 計 1 ,563 ( 206) 142 (74)  1 ,705 ( 283 ) 
（ ） 内 は外国人再掲数
注 ： 1 ） 男 性向性愛者 （ 22人 ） を含む。
2 ) 1997年 5 月 末現在 に お け る 「発症予 防 ・ 治療 に 間有研究班」 報告 に よ る 。
な お ． 「後天性免疫不全症候群の予 防 に 関す る 法律」 施行後 （ 平成元年 2 月 17 日 以降 ） ， 凝 固 因 子製剤 が原 因
と さ れて い る 者 は， 報告の対象か ら 除外 さ れて い る 。
表 2 . H I V感染者の届 け出状況
（ 単位 － 人 ）
男 f主 女 性 β口〉、 計
異性間 の性的接触 543 ( 122 )  642 ( 463 ) 1 , 185 ( 585 ) 
向性聞の性的接触 3 ) 550 ( 76)  0 ( 0)  550 ( 76 ) 
静注薬物濫用 14 ( 10 )  0 ( 0 )  14 ( 10 )  
母子感染 8 ( 1 )  1 1  ( 6 )  1 9  ( 7 )  
凝固 因子製剤 4 ) 1 ,  791 （ 一 ） 17 （ 一 ） 1 ,808 ( 
そ の 他 2 6  ( 10 )  22 ( 4 )  48  ( 14 )  
不 明 234 ( 12 1 )  374 ( 355) 608 ( 476 ) 
メE』] 計 3,166 ( 340 ) 1 , 066 (828 ) 4 ,232 ( 1 , 168 ) 
（ ） 内 は外国人再掲数
注 ： 3 ） 男 性両性愛者 （ 27 人 ） を含む。
4 )  1997年 5 月 末現在 に お け る 「発症予 防 ・ 治療 に 関 す る 研究班J 報告 に よ る 。
な お ， 「後天性免疫不全症候群の予防 に 関す る 法律」 施行後 （ 平成元年 2 月 17 日 以降 ） ， 凝 固 因 子製剤 が 原 因
と さ れて い る 者は ． 報告の対象か ら 除外 さ れて い る 。














図 1 . 15 -49歳女性の H I V 感染率 （推定）
女性10万 中 の感染者数 en) I Estin 感染者数 （ 推定）
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C h i n  J :  Cu rrent and futu re d i me n n s i o ns of the H I V/A I DS pa ndem i c  1 n  women 
a nd ch i l d re n .  L a n cet 336 :226 . 1 990. よ り 引用。
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